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上田　清司
　明けましておめでと
うございます。一般社
団法人埼玉県電業協会
の皆様には健やかに平
成２９年の新春をお迎
えのこととお喜び申し
上げます。

　昨年のリオデジャネイロオリンピック・パラリン
ピックでは、本県ゆかりの選手が大活躍でした。選
手の皆さんの全力を尽くす姿に、大きな感動と勇気
をいただきました。
　２年後の２０１９年にはラグビーのワールドカッ
プ大会がアジアで初めて開催され、熊谷市が会場の
一つになります。
　翌年の２０２０年には東京オリンピック・パラリ
ンピックが開催され、本県も世界が注目するビッグ
イベントの舞台となります。両大会がすばらしい大
会になるように、そしてその舞台で広く世界に埼玉
を知っていただけるように、しっかりと準備を整え
てまいります。
　さて、埼玉県の勢いには、特にここ１０年、目を
見張るものがあります。
　圏央道の県内区間全線開通や、北陸新幹線、北海
道新幹線の開業で全国各地へとつなぐ交通アクセス
が飛躍的に向上し、本県の立地優位性は大いに高
まっています。
　事実、企業本社の転入超過数は２０１５年までの
１０年間で９２７社と全国１位、２００３年から２
０１３年までの県内総生産の増加額、全国シェアの
増加ポイントともに愛知県に次いで全国２位となっ
ています。
　このように、埼玉県は著しい成長を遂げておりま
すが、今後は今まで経験したことのない局面を迎え
ます。
　団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年にかけ
ては、急激に高齢化が進むとともに、生産年齢人口
の減少による社会の活力の低下が懸念されていま
す。
　誰もが将来に希望を持ち、生き生きと活躍できる
社会を築くため、更に知恵を絞り工夫をしなくては
なりません。
　埼玉県は、本質を突いた施策の展開で国を動かし
てきました。
　貧困の連鎖を防ぐために埼玉県が始めた生活保護
世帯の子供の学習支援は国を動かし、また国民健康

保険のデータを活用して県を挙げてハイリスク者
に受診を働き掛ける糖尿病重症化予防対策も国か
ら「埼玉県方式」として注目されています。国全
体では難しいことでも、地方があえて踏み込み、
国全体の成果につなげることができるのです。
　工夫できることは、まだまだあります。
　生産年齢人口が減少する中では、社会の担い手
としてシニアや女性の社会参画が大変重要です。
　実は６５歳以上の約８割は介護の必要のない元
気なシニアです。こうした元気な高齢者が自身の
希望に合わせて仕事やボランティアに参加し、社
会の担い手として活躍することを目指す「シニア
革命」も本格化しています。また、シニア革命を
支える「健康長寿埼玉プロジェクト」も全県で展
開しているところです。
　女性の社会参画を進める「埼玉版ウーマノミク
スプロジェクト」は、グーグルで「ウーマノミク
ス」と検索すると上位３つが埼玉県の取組である
ほど、全国に知られています。
　さらに、本田技術研究所と連携して開発した小
型マグネシウム蓄電池など、既にその成果が出つ
つある「先端産業創造プロジェクト」も力強く進
めていきます。ナノカーボン、医療イノベーショ
ン、ロボット、新エネルギー、航空・宇宙といっ
た重点５分野は、医療・介護や日本の産業の課題
解決に非常に高いポテンシャルを秘めています。
情報・人材・技術を埼玉に集積して、研究機関や
大学の先端シーズと企業の持つ優れた技術を結び
付け、更には地域金融機関など様々な機関との連
携を深化させ、実用化、製品化開発を促進してい
きます。
　また、日本の将来に関わる重大な問題である少
子化対策にも力を入れて取り組みたいと思ってい
ます。
　日本は今、様々な課題を抱えています。私は、
これまで県民の皆さんと築いてきた強固な基盤を
土台として、今後も時代の本質を考え、その解決
に向け全国をリードしていきたいと考えていま
す。
　今年は酉年。「酉」という字は酒つぼを表し、酒
は果実が成熟したものということから、酉年は成
果が表れる年と言われています。大きな成果が実
を結ぶすばらしい年になりますよう、今年も県政
への御理解と御協力をよろしくお願い申し上げま
す。

埼玉県知事

「新しい時代の幕開け」「新しい時代の幕開け」

上田知事



③

平成29年1月15日発行

　11月18日、東日本建設業
保証㈱埼玉支店の協力を得
て、さいたま市浦和区の埼玉
教育会館で平成28年度第２回
企業対策セミナーを開催しま
した。参加者は30人。講師は
税理士法人あすなろ代表の森
谷修一氏。『マイナンバー

（番号）制度と建設業者（民間事業者）の対応～
建設企業が行わなければならないこと～』をテー
マに、個人番号カードの特性と、今後の本格的な
運用の見通しが紹介されました。
　マイナンバーカード本体については、表と裏の
券面情報のほか、ＩＣチップの空き領域の利用の
可能性として、印鑑登録証・公共施設予約・コン
ビニ交付・地域の買い物ポイントなどを例え、ま
た電子証明書のインターネットバンキングなどの
イメージが紹介されました。
　心配されるセキュリティに関しては、個人番号
カードに格納される公的個人認証サービスが採用
する公開鍵暗号方式について、秘密鍵と公開鍵が
ペアとなっており、片方の鍵で暗号化されたもの
は、もう一方の鍵でしか復号できない性質を持つ

セミナーセミナー マイナンバー（番号）制度と
　　　　建設業者（民間事業者）の対応　
　　　　　　　　～建設企業が行わなければならないこと～

ことで安全性を担保している仕組みが説明され、将来
は個人番号カードによるワンカード化が進むとの見通
しが示されました。
　公共事業の入札で使われているチャレンジレスポン
ス認証について森谷氏は、「解読が非常に困難で複雑
だが、逆にいえばどれだけ安全かということ。成りす
ましが難しく気付いた時点で失効も可能。金融機関の
キャッシュカードとの一体化が前提の話で、近い将来
ＡＴＭも変わるだろう」などと話しました。
　なお、セミナー終了後は会場を移し、懇親会を開き
ました。

本格運用を前に今後の見通しを学んだ

　12月６日、さいたま市南区の建産連研修セン
ターで、平成28年度第２回技術講習会を行いまし
た。第１部ではパナソニックエコソリューション
ズ創研㈱の千代和夫上席コンサルタント（工学博
士・技術士・立命館大学客員教授）を講師に迎
え、『非住宅市場　リニューアル需要開発セミ
ナー』を開催。第２部では県環境部産業廃棄物指
導課から岩村響主査（監視・指導・撤去担当）
と、星野大起主任（総務・普及啓発担当）を招
き、『電気設備工事で発生した産業廃棄物の処理
に関する注意点』について学びました。
　岡村会長は冒頭、当日のテーマと講師を紹介し
た後、「どちらも大変興味深い内容ですので、ぜ
ひとも参考にしていただければ」とあいさつしま
した。
　第１部で千代氏は、『リニューアル需要の新規
開発を考える』をテーマに、▽省エネ政策動向と
リニューアル市場▽省エネ補助金の活用提案▽リ
ニューアルの核としてのＬＥＤ照明▽最新トレン
ドであるＢＥＭＳとＺＥＢの動向－のメニューに
沿って解説されました。あかり文化の向上と地球
環境への貢献が期待されるＳＳＬ化の推進につい

て、市場のＬＥＤ化率が10％程度で、ストック市場
のポテンシャルはまだまだ高いと推測。非住宅照明も
着実にＬＥＤ化が加速する予測をデータを示し説明し
ました。
　第２部では、岩村主査が将来への課題として、太陽
電池出荷量の推移をもとにした排出量の見込みから、
大量の撤去・回収・分解処分が元請企業に求められる
ことになるため、リサイクル技術の確立の重要性など
について話しました。
　続けて、太陽光パネルの基本構造について、代表的
な事例として結晶シリコン太陽電池モジュールの断面
図を見ながら、低コストな
分解処理方法として、機械
による剥離、化学的剥離、
熱剥離、焼却除去などの技
術を紹介しました。
　また星野主任は、変圧
器、コンデンサー、安定器
などに使用しているＰＣＢ
（ポリ塩化ビフェニル）含
有機器の処理について解説
しました。

技術講習会技術講習会 リニューアル需要探る
　　　　　　　　　　第２回技術講習会を開催

講師の森谷氏

講師の千代氏
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　父から代表取締役を引き継いで
５年が経ちます。
　OA機器販売の営業アシスタント
事務だった私が、全く業界の違う

電気工事会社の代表取締役。不安とプレッシャー
の毎日でした。
　体調が悪くなり医者へ行けば『ストレスです』
と診断され、体の痛みが出て医者に行けば『スト
レスからくる神経痛です』と言われ・・。
　社員とのコミュニケーションや、業界でのお付
き合い。私が苦手とする広く浅くのお付き合いに
なかなか慣れず四苦八苦していました。OL時代に
感じていたストレスと、経営者として感じるスト
レスがこんなにも違うとは思ってもいませんでし
た。経営者は案外孤独です・・。
　そんな日々を過ごして約４年が経つ頃、「このま
まではいけない! 」と感じ、自律神経を整えるとい
われるぬり絵を始めたり、友達と映画や温泉に出
かけ心身を癒したり、頭の中をリセットするよう
にしました。自分の時間を上手に使えると気持ち
に余裕ができ、少しずつですが冷静な考え方が出
来るようになりました。不思議ですね。

プレッシャーに
　　　　　打ち勝つためには

太洋電設工業㈱ 代表取締役　浅子さゆ美

　まずは私が私らしくいられるような環境を作り、
社員に仕事のしやすい場を与えられるよう、寛大な
心がもてる余裕を作っていければと思います。
　思えば、父（浅子 洋）は、有言実行がぴったり当
てはまるような人間で、仕事でも私生活でも、何か
思いつけば実行に移してきました。社員はついてい
くのが大変だったようですが、市内では老舗として
太洋電設工業の名を広め、優良企業として注目され
る存在にまでしてくれました。私とは正反対の性格
ですが、ここまでにする
のには色々な苦労があっ
たと思います。父と同じ
ようにとはいきません
が、私なりに働きやすい
職場を目指し【なるよう
になるさ】精神で頑張っ
ていこうと思います。
　父は現在、太陽光発電のソーラーシェアリング
（営農型）を地元で提案し、今年４カ所の施工を
終わらせ、来年３ヶ所を施工予定です。
　75才にして新しい事業を始めるなんて・・・! 
　負けていられません!

協会だより
北部支部

「魅力を発信する企業へ」
熊谷電機(株)　小林　将博

　世界三大スポーツ大会のうちの二つが2019
年と2020年の２年続けて日本で行われます。
2019年にラグビーW杯、2020年は東京五輪
（あと一つはサッカーW杯）、そのいずれにお
いても埼玉県内の施設が会場指定されており、
それに伴い県内の建設業も活況となることが期
待されています。
　熊谷ではラグビーW杯が開催され、会場とな
るラグビー場の改修やインフラ整備が進められ
ており、熊谷市をはじめ県内では大会を盛り上
げるため、熊谷市のキャラクター「ニャオざ
ね」のグッズ化やタグラグビーの普及など様々
な取り組みで盛り上がりをみせています。
　W杯開催にあたりラグビーという競技につい
て考えてみると通じるものが多いと感じます。
多様な特徴と役割を持った選手でチームを作り
競い合うスポーツがラグビーです。身体の大小
や足の速さなどを優劣ではなく、それぞれの持
ち味として活かし合う事で良いチームとなるこ
とができます。どんなスーパープレーヤーがい
ても一人では点を取ることすら難しく、チーム
の総合力が勝敗を左右するため、最も番狂わせ

の起きにくい競技とも言われています。
　『One For All, All For One』と『No 
Side』という精神がありますが、もう一つ『ノ
ブレス・オブリージュ』というものがありま
す。要約すると『上に立つ者には立つ者なりに
負う義務がある』と考えられています。
　電業協会員同士と一口に言っても多様な業
種、業者がいて各企業にはそれぞれ持ち味があ
り、様々な形で分業もあります。仕事上では競
争相手ですが、共に施工にあたる時や災害対
策、美化活動などの折に、ともに地域のライフ
ラインを支える仲間である事を改めて実感でき
ます。
　当然の事を「当然」の事として行えることこ
そ大事で、人材不足が喫
緊の課題となる中、地域
の発展と矜持を共有し、
企業はそれぞれの魅力を
発信していくことで業界
への理解を深めていけれ
ば、より良い未来に繋が
るものと考えています。
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12月

3月

2月
1日
6日
13日

20日

28日

5日
13日
19日

16日
21日

21日

第８回人材育成委員会
第２回広報・人材育成合同委員会
第３回総務委員会
第11回協会理事会

第12回協会理事会

27日

3日

7日

第２回総務委員会
第２回技術講習会
県営住宅消防・電気設備等保守点検
業務（第２回）説明会
第10回協会理事会
第２回収益事業役員検討会議
仕事納め

仕事始め
新年挨拶回り
第２回企業対策委員会

経営者セミナー
平成28年賀詞交歓会

第２回技術研究委員会
第３回事故防止対策委員会
第１回技術研究・事故防止対策合同委員会
第２回広報委員会

○旭電気工業㈱（大宮区）
浦和電気工事㈱（南区）
大塚電設㈱（浦和区）
㈱岡村電機（緑区）
○国益電設工事㈱（南区）
◎埼玉電設㈱（中央区）

新生電気工事㈱（見沼区）
竹内電気㈱（岩槻区）
㈱積田電業社（浦和区）
中村電設工業㈱（岩槻区）
㈱万代電気工業（桜区）
瑞穂電設㈱（北区）
㈱八洲電業社（北区）

㈱三進電気工事（上尾市）
島村電業㈱（上尾市）
㈱新電気（三郷市）
◎㈱大広電気（八潮市）
太洋電設工業㈱（越谷市）
㈱高岡電気工業（松伏町）
○ニチデン技術サービス㈱
　　　　　　　（北本市）
野口電気工事㈱（越谷市）
深井電気㈱（北本市）
㈱弓木電設社（白岡市）

㈱佐久間電設（川口市）
佐野電機㈱（川口市）
三位電気㈱（川口市）
高山電設工業㈱（川口市）
㈱田部井電気（川口市）
釣谷電機㈱（川口市）
○那須電機工業㈱（川口市）

イーテクノス㈱（熊谷市）
㈱イートラスト埼玉（行田市）
㈱エコー（深谷市）
共和電機㈱（秩父市）
◎熊谷電機㈱（熊谷市）
㈱栗原電機（深谷市）
霜田電気㈱（皆野町）
中外電気工業㈱（深谷市）
㈱東電工業社（熊谷市）
㈱長井電機（熊谷市）
㈱沼尻電気工事（深谷市）
㈱早川電工（鴻巣市）
松山電設㈱（東松山市）
ムサシ電機工業㈱（行田市）
○㈱躍進電気（深谷市）

㈱新井電機（飯能市）
○飯島電器工事㈱（川越市）
◎㈱市之　電設（志木市）
㈱大庭電気商会（川越市）
㈱岡島電気商会（川越市）
㈱おぎでん（川越市）
熊田電気工事㈱（狭山市）
㈱三共電気商会（和光市）
㈱関根電気商会（川越市）
相馬電業㈱（和光市）
㈱電成社（川越市）
㈱中村電気（新座市）
○橋電㈱（所沢市）
㈱橋本電工（所沢市）
フジヤ電気工事㈱（川越市）
㈱北産電設（所沢市）
㈱まつもと電機（和光市）
㈱明電社（川越市）
㈱ヤマト・イズミテクノス
　　　　　　(ふじみ野市)

◎内山電設㈱（川口市）
㈱奥富電気工事（川口市）

（19社）

（12社）

（13社）

（9社）

（15社）

一

㈱内田電気商会（久喜市）
㈱大久保電気（越谷市）

1月 石綿作業主任者技能講習
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習
足場の組立て等作業主任者技能講習

１月２０・２１日
１月２６・２７・２８日
２月９・１０日

建設業担い手育成事業(県委託事業)

埼玉県建築設備関連３団体連絡会議
　11月14日の『県民の日』に県庁オープンデーが
開催され、当協会人材育成委員より企画した“電
気に親しもう”のコーナーを出展しました。電気
設備を身近に感じて頂くために、発電・工作・展
示コーナーを設け、多くの親子にご参加いただき
ました。発電自転車をこいだ電力でブザーや発熱
電球・ＬＥＤ電球を次々点灯させたり、太陽光で
動くバッタを委員による手助けを受けながら工作
し、光をあて動くバッ
タを目にしたときに、
参加した子供たちの大
きな歓声が上がってい
ました。展示では東芝
電材マーケティングの
提供により殺菌効果が
ある電解水生成器や最
新ＬＥＤ電球が並び、
目を引いていました。

　埼玉県設備設計事務所協会（金子和已会長）、埼
玉県空調衛生設備協会（大原萬彌会長）との建築設
備関連３団体による連絡会議が12月２日、さいた
ま市中央区のラフレさいたまで開かれ、当協会から
は岡村会長、山口副会長、熊田副会長、荒川専務理
事が出席しました。会議では、担い手確保・育成に
関わる次世代教育や、改修工事での設計変更、現場
管理など団体に課せられている共通問題について議
論しました。

岡村会長ら４名が出席３団体の幹部が顔をそろえた

電気に親しもう！ 県庁オープンデーに協賛

自転車をこいで自分の力で発電


